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福山市の将来推計人口2011

荒　井　貴　史

福山市は、平成の大合併により、平成15（2003）年２月３日に沼隈郡内海町と芦

品郡新市町を編入し、平成17（2005）年２月１日に沼隈郡沼隈町を編入、そして平

成18（2006）年３月１日に深安郡神辺町を編入して、現在のような行政区域を持つ

ようになった。合併後５年を経過して、福山市のホームページで公表されている住

民基本台帳人口のデータも合併後の分で５年を超え、年齢５歳階級別コーホートで

の将来人口の推計が可能となった。この機会に、住民基本台帳人口を基準人口にし

て、男女別の年齢５歳階級別人口をコーホートとした将来人口の推計を行った。本

稿の人口推計では、コーホート変化率法により、福山市の将来人口を５年後の平成

28（2016）年から、40年後の平成63（2051）年まで（５年こどの40年間）推計して

いる。
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1　はじめに

福山市は、平成の大合併により、平成15（2003）年２月３日に沼隈郡内海町と芦品郡新市

町を編入し、平成17（2005）年２月１日に沼隈郡沼隈町を編入、そして平成18（2006）年３

月１日に深安郡神辺町を編入して、現在のような行政区域を持つようになった。平成22年国
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勢調査（人口速報集計結果）によれば、福山市の人口は平成22（2010）年10月１日現在、

461,471人である。平成17年国勢調査では459,087人であったから、この５年間に2,384人も増

加している。また、住民基本台帳人口では、平成23（2011）年８月末現在、466,176人とな

っている（1）。住民基本台帳人口も、合併直後の平成18（2006）年３月31日現在の462,011人

から現在まで増加を続けている（表１参照）。それは、単に人口が増えているだけではなく、

少子高齢化の結果、人口構造にも少しずつ変化が及んでいる。例えば、福山市の65歳以上人

口の総人口に占める構成比（高齢化率）は、平成18（2006）年の20.18％から平成23（2011）

年には22.84％に上昇している。生産年齢人口（15歳から64歳の人口）の総人口に占める構

成比は、平成18（2006）年の65.14％から平成23（2011）年には62.74％に減少している。年

少人口（０歳から14歳の人口）の総人口に占める構成比は、平成18（2006）年の14.68％か

ら平成23（2011）年には14.42％に減少している。最近の５年間でも、このような変化があ

り、この傾向が続くとすれば、将来の福山市の人口や人口構造は、どのようなものになるで
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表１　福山市の年齢階級別人口(住民基本台帳)

（1）国勢調査の人口と住民基本台帳人口が異なるのは、人口の調査時点の違いのほか、住民基本台帳で住所
を変更しないで転居する人がいるために、住民票の届出場所と実際に住んでいる場所が一致しない場合が
あるからである。また、国勢調査の人口には、外国人が含まれているが、住民基本台帳人口には含まれて
いないなどの違いがある。ちなみに、2011年８月末現在の福山市の外国人登録者数は、6,469人である。
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あろうか。人口のデータは、福山市総合計画（基本構想、基本計画、実施計画）はもとより、

福山市のさまざまな行政の施策を計画する際に、考慮されるべき基本データであり、その将

来の見通しは、都市計画などのまちづくりに関連した施策から、福山市高齢者保健福祉計画

の策定や将来の地域医療の需要予測などにも、役立つものである。

そこで、本稿では、合併後５年を経過して、福山市のホームページで公表されている住民

基本台帳人口のデータも合併後の分で５年を超え、年齢5歳階級別コーホートでの将来人口

の推計が可能となったこの機会に、住民基本台帳人口を基準人口にして、男女別の年齢５歳

階級別人口のコーホート変化率法によって、福山市の将来人口を５年後の平成28（2016）年

から、40年後の平成63（2051）年まで（５年こどの40年間）推計する。福山市の隣の尾道市

の将来人口については、荒井（2011）で推計を行っている。今回は、荒井（2011）と同様な

推計方法で、合併後の福山市の将来人口を推計する。

２．先行推計の紹介と本稿の人口推計の特徴

合併後の福山市の将来推計人口に関しては、先行する推計として次の２つのものがある（2）。

２－１国立社会保障・人口問題研究所の推計

国立社会保障・人口問題研究所による『日本の市区町村別将来推計人口平成20年12月推計』

がある。この国立社会保障・人口問題研究所の推計は、平成17（2005）年国勢調査の人口が

基準人口として使われている。すなわち、平成17（2005）年10月１日現在の人口を基準人口

として推計されている。推計期間は、平成17（2005）年から平成47（2035）年までの５年ご

との30年間で、推計方法は、コーホート要因法（3）である。推計での年齢階級数は「０～４

歳」階級から「85歳以上」の階級までの18となっている。

２－２広島県の推計

広島県は、国立社会保障・人口問題研究所の『日本の都道府県別将来推計人口平成19年5
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（2）この節で紹介する２つの先行推計の他に、『第四次福山市総合計画／前期基本計画』や『福山市高齢者保
健福祉計画2009』の中にも、推計された福山市の将来人口が示されている。しかし、推計の仮定値などの
詳細が明らかでないので、本文では言及していない。『第四次福山市総合計画／前期基本計画』では、2005
年の国勢調査人口を基準人口として、2006年から2020年まで行われた人口推計の結果がグラフ等で示され
ている。それによると、福山市の総人口は2005年の45.9万人から、2006年45.8万人、2007年45.8万人、2008年
45.7万人、2009年45.5万人、2010年45.4万人、2011年45.3万人、2012年45.1万人、2013年44.9万人、2014年44.7
万人、2015年44.5万人、2016年44.2万人、2017年43.9万人、2018年43.6万人、2019年43.3万人、2020年43.0万人
と減少する。老年人口（65歳以上人口）、生産年齢人口、年少人口の構成比は、それぞれ2016年では、
28.6％、59.8％、11.6％、2020年では、30.7％、59.0％、10.3％となっている。また、『福山市高齢者保健福祉
計画2009』では、2007年９月末現在の住民基本台帳人口を基準人口として、コーホート要因法による推計
で2010年から2014年までの将来人口が示されている。それによると、福山市の総人口は、2009年の468,770
人から、2010年468,006人、2011年467,242人、2012年466,477人、2013年464,141人、2014年461,804人と減少する。

（3）コーホート要因法は、ある年の男女別・年齢別人口を基準人口として、これに出生率、生残率、純移動
率などの仮定値を当てはめて将来人口を推計する方法である。ただし、国立社会保障・人口問題研究所の
この推計では、出生率の代わりに、子ども女性比の仮定値によって推計されている。また、『日本の都道
府県別将来推計人口平成19年５月推計』と一致するように一律補正がなされている。
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月推計』の推計方法、推計値をもとに、広島県独自の手法も取り入れた「広島県市町別将来

推計人口推計ツール」を作成して、ホームページで公開している。このツールは、広島県内

23市町の将来人口を、エクセルシートに合計特殊出生率や純移動率などを入力することで、

平成17（2005）年から平成47（2035）年までの５年ごとの30年間で試算できるようになって

いる。また、試算結果より、人口ピラミッドなども連動して作成されるようになっており、

仮定値の数値を変えた場合の影響を、視覚的にも確認できる。この広島県の将来人口推計ツ

ールの推計方法は、国立社会保障・人口問題研究所の推計と同様に、コーホート要因法であ

る。基準人口は、平成17（2005）年国勢調査の人口が使われている。純移動率は、平成12（2000）

年国勢調査から平成17（2005）年国勢調査の各年齢階級別男女別の増減率から生残率を差し

引いて求めている。そして、その純移動率を平成47（2035）年までの推計期間で固定してい

る。推計での年齢階級数は「０～４歳」階級から「90歳以上」の階級までの19となっている。

この将来人口推計ツールでは、デフォルトでエクセルシートに広島県が設定したコーホート

要因法で必要な出生率や生残率など仮定値が入っており、その仮定値のもとでの各市町別の

将来推計人口が得られるようになっている。

２－３本稿の人口推計の特徴

国立社会保障・人口問題研究所の推計と広島県の推計は、コーホート要因法を用いていた

が、本稿での人口推計は荒井（2011）の推計と同じく、コーホート変化率法で行われる。具

体的な推計の方法は、次節で詳しく説明する。また、推計での基準人口は、平成23（2011）

年８月末現在の住民基本台帳人口で、最近のものが使われる。また、推計期間は、平成63（2051）

年までの５年ごとの40年間と、先行推計と比較してより長期の推計を行う。年齢階級別変化

率は、平成18（2006）年８月から平成23（2011）年８月までの変化を用いる。推計での年齢

階級数は「０～４歳」階級から「100歳以上」の階級までの21として、先行推計よりも高齢

者の年齢階級を細分化しているのが特徴である（4）。

３．人口推計の方法

福山市のホームページで公開されている住民基本台帳人口を用いて、コーホート変化率法

によって、将来人口を推計する。将来人口の推計には、コーホート要因法とコーホート変化

率法の２つの方法があるが、本稿ではコーホート変化率法を用いる。コーホート変化率法は、

各コーホートの変化率にある期間の実績値の比率を使用するものであり、コーホート要因法

よりも推計が容易であり、必要となる仮定値に対してもその説明が分かり易いからである。
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（4）福山市がホームページで公表している住民基本台帳人口は、100歳以上について、「100～104歳」階級、
「105～109歳」階級、「110～114歳」階級、「115歳以上」階級と分けられているが、本稿の推計では、それ
らの階級の人口がゼロや少数であった為に、「100歳以上」と１つの階級にまとめている。
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具体的には、男女別の年齢５歳階級別人口のコーホートで推計する。福山市の住民基本台

帳人口（表１参照）の平成18（2006）年８月末現在から、５年後の平成23（2011）年８月末

現在への変化を、コーホート変化率（年齢階級別変化率）として用いる。平成18（2006）年

８月末に「０～４歳」の階級は、５年後の平成23（2011）年８月末には「５～９歳」の階級

に移動しているので、この期間のコーホート変化率（年齢階級別変化率）の実績値は、平成

23（2011）年８月末の「５～９歳」人口を、平成18（2006）年８月末の「０～４歳」人口で

割って計算する。これを男女別に、各年齢階級別に同様に計算した結果が、表３の福山市の

年齢階級別変化率である。年齢階級別変化率は、それぞれの年齢階級の人口が、次の年齢階

級に生き残っている割合である生残率に、その年齢階級での（他市からの転入－他市への転

出）の純移動の割合である純移動率を加算したものに相当する。ただし、「95～99歳」階級

の年齢別変化率は、平成18（2006）年８月末の「95歳以上」階級の人口から、平成23（2011）

年８月末の「100歳以上」階級の人口への変化率を求めている。

表３の年齢階級別変化率を、基準人口（平成23（2011）年８月末現在の住民基本台帳人口）

の対応する男女別年齢階級別のコーホート人口に掛けることで、５年後の次の年齢階級のコ

ーホート人口が得られる。例えば、平成28（2016）年の男「５～９歳」階級の人口は、平成

23（2011）年の男「０～４歳」階級の人口に、表３の年齢階級別変化率で男「０～４歳」階

級の0.9990237842を掛けて得られる。このような計算を同様に行うことで、平成28（2016）

年の男女別年齢階級別のコーホート人口が得られる。ただし、平成28（2016）年の男女の

「０～４歳」階級の人口は、この計算から求められない。男女の「０～４歳」階級の人口は、

婦人子供比と男女児性比を使って求める。婦人子供比は、（０～４歳人口）÷（15～49歳女

子人口）で定義される。男女児性比は、（０～４歳男子人口）÷（０～４歳女子人口）で定

義される。住民基本台帳人口で、平成18（2006）年から平成23（2011）年までの婦人子供比

と男女児性比を計算すると、表２のようになる。それらを平均すると、婦人子供比は、

0.2254826831、男女児性比は、1.0577551601となる。本稿では、それぞれこの平均値を仮定

して推計する。平成28（2016）年の「０～４歳」階級の人口は、上述の計算で求めた平成28（2016）

年の15～49歳の女子人口に、婦人子供比を掛けることで得られる。そして、「０～４歳」階

級の人口を、男女児性比を使って、男「０～４歳」階級の人口と女「０～４歳」階級の人口

に振り分ける。すなわち、平成28（2016）年の「０～４歳」階級の人口に、男女児性比／

（１＋男女児性比）を掛けて、男「０～４歳」階級の人口を計算する。次に、「０～４歳」階

級の人口から、男「０～４歳」階級の人口を差し引いて、女「０～４歳」階級の人口が求め

られる。これで、平成28（2016）年の男女のすべての年齢階級の人口が推計される。次の平

成33（2021）年の男女別年齢階級別の人口を推計する計算も、平成28（2016）年の各コーホ

ート人口に、表３の年齢階級別変化率を掛けて、次の年齢階級のコーホート人口を推計する

5
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という具合に、同様な方法で進めていく。「０～４歳」階級の人口を求めるのに、平成33（2021）

年の15～49歳の女子人口に婦人子供比を掛けること、それを男女「０～４歳」階級の人口に

振り分けるのに、男女児性比を使うことも同じである。以降５年後毎に、同様な計算を繰り

返して、平成63（2051）年までの人口を推計したのが、表４－１と表４－２である。

この節の最後に、すでに説明したが、本稿の人口推計の方法及び仮定値をまとめれば、以

下の通りである。

6

表２　福山市の婦人子供比及び男女児性比

表３　福山市の年齢階級別変化率(生残率＋純移動率)
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推計方法：コーホート変化率法

推計期間：平成28（2016）年から平成63（2051）年まで

コーホート変化率（年齢階級別変化率）：平成18（2006）年８月から平成23（2011）年８月までの変

化によって計算（表3）

婦人子供比：平成18（2006）年から平成23（2011）年までの平均（0.2254826831）

男女児性比：平成18（2006）年から平成23（2011）年までの平均（1.0577551601）

（注）コーホート変化率（年齢階級別変化率）、婦人子供比、男女児性比は、推計期間を通じて、

上記の値で一定と仮定している。

表４-１　福山市のコーホート法（変化率法）による人口推計（男）

表４-２　福山市のコーホート法（変化率法）による人口推計（女）
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４．人口推計の結果

前節で説明した人口推計の方法で推計した男女別年齢階級別コーホート人口が、表４－１

と表４－２である。各年齢階級別人口を男女合計したのが、表５である。総人口、65歳以上

人口、生産年齢人口、年少人口、前期高齢者人口、後期高齢者人口とそれぞれの構成比をま

とめたのが、表６である。

8

表５　福山市のコーホート法（変化率法）による人口推計結果〈年齢階級別人口〉

表６　福山市のコーホート法（変化率法）による人口推計結果〈人口構造〉
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表６の人口推計の結果から、福山市の総人口は、５年後の平成28（2016）年に464,041人、

10年後の平成33（2021）年に457,240人、20年後の平成43（2031）年に431,665人、30年後の

平成53（2041）年に397,752人、40年後の平成63（2051）年に363,457人と減少する。65歳以

上人口の総人口に占める構成比は、５年後の平成28（2016）年に27.01％、10年後の平成33

（2021）年に28.63％、20年後の平成43（2031）年に29.17％、30年後の平成53（2041）年に

32.33％、40年後の平成63（2051）年に33.53％と上昇が続く。ただし、65歳以上人口は、平

成28（2016）年の125,329人から平成33（2021）年に130,922人に増加、その後は減少トレン

ドだが、平成53（2041）年に128,609人まで回復、しかし平成63（2051）年には121,874人ま

で減少する。生産年齢人口の総人口に占める構成比は、５年後の平成28（2016）年に

58.97％、10年後の平成33（2021）年に57.64％、20年後の平成43（2031）年に58.24％と低下

した後に再び上昇が見られるが、それ以降は30年後の平成53（2041）年に55.58％、40年後

の平成63（2051）年に54.42％と低下する。生産年齢人口は、平成28（2016）年の273,647人

から平成63（2051）年の197,807人へとかなりの減少がある。年少人口の総人口に占める構

成比は、５年後の平成28（2016）年に14.02％、10年後の平成33（2021）年に13.72％、20年

後の平成43（2031）年に12.59％、30年後の平成53（2041）年に12.09％、40年後の平成63（2051）

年に12.04％と一貫して低下する。年少人口は、平成28（2016）年の65,064人から平成63（2051）

年の43,776人へと減少する。前期高齢者人口の総人口に占める構成比は、５年後の平成28

（2016）年に14.22％から、10年後の平成33（2021）年に14.26％と上昇するが、20年後の平成

43（2031）年には11.10％と低下する。しかし、30年後の平成53（2041）年に15.11％、35年

後の平成58（2046）年に15.18％と上昇後、40年後の平成63（2051）年に13.61％と低下する。

前期高齢者人口は、平成28（2016）年の65,984人から平成43（2031）年の47,933人へと減少

後、再び増加して平成53（2041）年に60,114人まで回復するが、平成63（2051）年には減少

して49,481人となる。後期高齢者人口の総人口に占める構成比は、５年後の平成28（2016）

年に12.79％、10年後の平成33（2021）年に14.37％、20年後の平成43（2031）年に18.07％と

上昇、しかし30年後の平成53（2041）年に17.22％まで低下する。それから再び上昇して、

40年後の平成63（2051）年には19.92％まで上昇する。後期高齢者人口は、平成28（2016）

年の59,345人から平成43（2031）年の78,002人まで増加、その後は平成58（2046）年の

68,215人まで減少して、平成63（2051）年に72,393人と再び増加する。

以上のような人口構造の変化が、人口推計の結果から、これからの40年間で生じる。平成

63（2051）年の福山市の人口構造は、その構成比から、例えてみれば10人に3.3人は65歳以

上の高齢者で、10人に5.4人は現役の働き手（生産年齢人口）であり、子供（14歳以下）は

10人に1.2人程度となる。平成23（2011）年で、福山市の人口構造は、10人に2.2人が65歳以

上の高齢者、10人に6.2人が現役の働き手（生産年齢人口）であり、子供（14歳以下）は10

9
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人に1.4人であったので、福山市の少子高齢化はさらに進むと予測できる（5）。

本稿の推計結果を２つの先行推計（国立社会保障・人口問題研究所の推計と広島県の推計）

と比較したのが、表７である。表７では先行推計の平成47（2035）年と本稿の平成48（2036）

年を対比している。対比する年がずれているのは、人口推計の基準人口の設定年の違いによ

る。総人口は、国立社会保障・人口問題研究所の推計と広島県の推計は近い数字であるが、

本稿の推計ではより多くなっている（6）。人口構造に関しては、本稿の推計よりも、２つの先

行推計の方が、生産年齢人口と年少人口の構成比が小さく、65歳以上人口の構成比が大きく

なっているので、本稿の推計結果よりも少子・高齢化がより深刻なものとなっている。この

２つの先行推計の基準人口は、いずれも平成17（2005）年であり、本稿では平成23（2011）

年である。したがって、本稿では平成17（2005）年から最近（平成23（2011）年）までの人

口変化が基準人口に反映されているという意味で、この年の数値に関して本稿の推計の方が、

先行推計より確かである。

10

（5）荒井（2011）では尾道市の将来人口を推計したが、その尾道市の推計人口2016年の65歳以上人口、生産
年齢人口、年少人口の構成比は、それぞれ34.17％、54.36％、11.47％であった。一方、表６の福山市の推
計人口2051年の65歳以上人口、生産年齢人口、年少人口の構成比は、それぞれ33.53％、54.42％、12.04％
であり、2016年の尾道市のそれと近い数字である。したがって、福山市の人口構造の少子高齢化は現在よ
りも進むが、構成比では、40年後で尾道市の2016年相当なので、それほど深刻でないと判断できるが、両
市は人口規模が大きく異なるので、福山市は、比率ではなく、レベル（人数）の大きな変化に対応する必
要がある。

（6）ただし、先行推計の基準人口は国勢調査の人口で、本稿の推計の基準人口は住民基本台帳人口であり、
両者の人口に差があるので、その点を考慮する必要がある。

表７　本稿の推計結果と先行推計との比較
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５．おわりに

本稿では、住民基本台帳人口を基準人口として、コーホート変化率法で、福山市の将来人

口を推計した。推計の仮定値及び人口推計の結果は、上述の通りであるが、最後に、本稿の

人口推計の結果を利用される場合の注意点を述べておきたい。本稿の人口推計でのコーホー

ト変化率（年齢階級別変化率）は、平成18（2006）年8月から平成23（2011）年８月までの

変化で計算されていて、その変化が、推計期間に渡って変化しないという前提で推計されて

いる。つまり、この５年間でのコーホート変化率が、他の期間における５年間のコーホート

変化率と、何か特別な事象によって大きく異なっていた場合は、本稿の人口推計は上手くい

っていない可能性がある。本稿では、福山市のホームページで公表されている合併後の住民

基本台帳人口を利用しているので、コーホート変化率（年齢階級別変化率）を、平成18（2006）

年３月から平成23（2011）年３月までの変化、平成18（2006）年４月から平成23（2011）年

４月までの変化、平成18（2006）年５月から平成23（2011）年５月までの変化、平成18（2006）

年６月から平成23（2011）年６月までの変化、平成18（2006）年７月から平成23（2011）年

７月までの変化で計算することも可能であったが、出来るだけ直近の動向を含ませたいので

平成18（2006）年８月から平成23（2011）年８月までの変化で計算した。また、40年間の推

計期間で、福山市内での大規模住宅団地等の開発による福山市への転入増加や尾道市など近

隣自治体での同様な開発等による福山市から転出増加などがあれば、将来人口は大きく変化

するが、本稿の人口推計では、将来のそのような人口移動に影響を与えるような政策効果を

取り込んでいないので、ご利用の際は注意されたい。
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